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わ
が
ま
ち
紹
介 

                                    

水
運
で
栄
え
た
水
運
で

水
運
で
栄
え
た
面
影
を 

今
も
色
濃
く
残
す
ま
ち 

 
 

 

高
槻
市 

唐
崎 

平
成
28
年
2
月
18(

木) 
唐
崎
中
の
港
製
器
工
業
株

式
会
社
を
訪
問
し
ま
し
た
。 

会
社
の
案
内
説
明
は
藤
本
次
長

さ
ん
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。 

見
学
に
は
各
部
門
の
方
々
に
も

お
世
話
に
な
り
、
本
当
に
有
難

う
御
座
い
ま
し
た
。 

高
槻
市
唐
崎
地
区 

 

淀
川
と
芥
川
が
合
流
す

る
と
こ
ろ
で
、
広
い
川
原
を

利
用
し
て
放
牧
風
景
が
見

ら
れ
た
地
区
で
す
。 

こ
の
唐
崎
の
「カ
ラ
」
は
別
に

「
辛
崎
」家
か
ら
用
い
ら
れ

た
、
中
国
ま
た
は
朝
鮮
半
島

を
表
し
、
貿
易
港
や
交
通
の

寄
港
地
の
名
に
多
く
見
ら

れ
ま
す
。 

「
大
阪
府
全
誌
」に
も
古
代

の
唐
崎
の
停
泊
し
た
河
岬
に

由
来
す
る
と
あ
り
、
三
島

一
帯
の
地
に
住
み
つ
い
た
秦

氏
、
呉
氏
、
辛
（
韓
）
矢
田
部
、

新
羅
人
等
々
の
大
陸
か
ら

渡
来
氏
族
に
関
係
し
て
い
る

地
名
と
言
え
ま
す
。 

唐
崎
の
よ
う
な
淀
川
沿
岸

の
沖
積
地
や
中
洲
自
然
堤

防
は
、
古
来
よ
り
牛
馬
の
放

牧
に
利
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

建
長
5
年
の
近
衛
家
所
領

目
録
の
「
庄
務
本
所
進
退

所
々
」に
摂
津
国
沖
牧
が
見

え
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
地
は

9
世
紀
頃
の
庄
園
増
大
期

か
ら
摂
関
家
（摂 

政
・関
白

に
任
ぜ
ら
れ
る
家
柄
）の
私

牧
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
諸
国

か
ら
献
上
さ
れ
た
馬
牛
が

飼
育
さ
れ
、
兵
馬
や
用
役

牛
と
し
て
使
わ
れ
た
。 

 

 

江
戸
期
に
な
る
と
、
安
定
し

た
社
会
情
勢
の
中
で
淀
川

水
運
の
一
拠
点
と
し
て
、
脚

光
を
浴
び
る
よ
う
に
な
る
。 

 

関
ヶ
原
戦
後
、
江
戸
幕
府

は
京
都
・大
阪
を
結
ぶ
淀
川

物
流
体
系
を
把
握
す
る
た

め
、
過
書
船
の
制
（許
可
を

受
け
て
淀
川
を
上
下
し
て

貨
物
、
乗
客
を
運
ぶ
船
）を

設
け
ま
す
。
唐
崎
浜
は
南
の

三
島
江
浜
と
と
も
に
過
書

座
（
過
書
船
関
係
の
事
務
を

管
掌
し
た
役
所
）の
荷
問
屋

（諸
物
品
の
問
屋
業
）と
し

て
、
年
貢
米
の
中
継
地
と
な

り
、
島
上
・島
下
の
年
貢
米

輸
送
を
一
手
に
行
う
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。 

さ
ら
に
高
品
質
の
貨
物
輸

送
も
扱
い
ま
す
。 

 

ま
ず
、
大
阪
か
ら
来
る
品

物
は
金
肥
（油
粕
・鰊
粕
な

ど
）、
塩
、
木
材
、
穀
物
、
対

馬
砥
な
ど
で
、
大
阪
へ送
る

品
物
は
綿
作
物
、
煙
草
、
油
、

竹
皮
な
ど
の
農
産
物
、
富
田

の
酒
な
ど
で
し
た
。 

江
戸
中
期
に
な
る
と
、
大
阪

への
荷
物
に
杉
粉
（綿
香
の

原
料
）、
青
物
類
、
瓦
な
ど

の
高
品
作
物
が
加
わ
り
、
幕

末
に
な
り
上
り
の
天
草
（原

料
）、
下
り
の
寒
天
（製
品
）

が
出
現
す
る
よ
う
に
な
る
。 

唐
崎
浜
は
「富
田
の
外
港
」

い
わ
れ
る
よ
う
に
、
富
田
・

茨
木
の
町
々
及
び
安
威
川
・

玉
川
流
域
の
村
々
と
大
阪
・

京
都
を
結
ぶ
高
品
流
通
の

集
散
地
で
あ
っ
た
と
い
え
ま

す
。 

 

洪
水
の
多
か
っ
た
こ
の
付

近
で
は
、
水
や
湿
気
か
ら
家

を
守
る
た
め
に
段
倉
と
呼

ば
れ
る
家
屋
が
多
く
建
て

ら
れ
た
。
こ
う
し
た
建
物
は

少
な
く
な
っ
た
も
の
の
、
今

も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

昭
和
25
年
ご
ろ
か
ら
地

元
の
乳
牛
農
家
が
組
合
を

設
け
、
こ
の
付
近
の
淀
川
河

川
敷
で
乳
牛 

の
放
牧
を
お

こ
な
っ
て
い
た
。 

 

そ
の
後
、
田
畑
に
倉
庫
や

製
造
工
場
が
多
く
進
出
し

工
業
地
帯
と
な
っ
て
行
き
ま

し
た
。 

港
製
器
工
業
株
式
会
社 

昭
和
32
年
の
創
業
、
土
木

建
築
用
金
物
・船
舶
の
荷

役
用
金
物
か
ら
エ
ク
ス
テ
リ

ア
用
金
物
に
い
た
る
ま
で
の
、

幅
広
い
金
物
製
品
の
企
画

か
ら
販
売
の
メ
ー
カ
ー
で
す
。 

 

ま
ず
何
よ
り
も
品
質
第

一
と
考
え
、
環
境
の
目
ま
ぐ

る
し
い
変
化
に
も
迅
速
に
対

応
で
き
る
企
業
体
制
の
確

立
こ
そ
が
大
事
と
さ
れ
て

き
ま
し
た
。 

そ
の
た
め
に
も
広
範
な
ニ

ー
ズ
を
適
確
に
捉
え
、
常
に

新
し
い
製
品
の
研
究
・開
発

に
努
め
、
企
画
・設
計
・製

造
・販
売
を
一
括
す
る
力

を
も
っ
て
取
り
組
ん
で
お
ら

れ
、
鉄
・ア
ル
ミ
製
品
の
企

画
・設
計
・製
造
・販
売
を

一
括
出
来
る
強
み
を
お
持

ち
の
会
社
で
す
。
蓄
積
し
て

き
た
知
識
や
経
験
を
生
か

し
多
角
化
を
進
め
て
お
ら

れ
ま
す
。 

 

東
日
本
大
震
災
の
復
興

支
援
と
し
て
、
被
災
児
童
に

学
習
環
境
を
整
え
る
た

め
に
学
習
机
と
椅
子
を

送
る
活
動
を
関
大
の
学

生
と
さ
れ
ま
し
た
。 

工
場
見
学
の
感
想 

 

終
始
、
経
営
理
念
を
モ

ッ
ト
ー
に
皆
ん
な
が
仕
事

を
し
て
お
ら
れ
る
現
場
を

見
せ
て
頂
き
ま
し
た
。 

 

東
北
被
災
地
向
け
吊

天
秤
の
制
作
ビ
デ
オ
を
見

せ
て
頂
き
ま
し
た
。
被
災

復
旧
への
熱
い
思
い
や
、
全

社
一
丸
と
な
っ
て
成
功
さ

れ
た
こ
と
に
感
激
し
た
。 

日
本
の
ト
ッ
プ
を
担
う

分
野
の
研
究
・製
造
を
し

て
お
ら
れ
る
こ
と
が
判
り

ま
し
た
。 

貨
物
車
・カ
ー
フ
ェ
リ
ー
・

コ
ン
テ
ナ
等
を
見
て
も
、
こ

れ
か
ら
止
め
金
具
も
注

視
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 
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４０年前の唐崎の放牧風景 

 

２０１６年３月度行事予定 

“京都市有数のターミナルで繁華街・商業施設が 

集まっているまち”：下京区 

月 日： 2016年3月17日（木曜日） 

集合場所： ＩＲ京都駅１階中央改札出口  時間：９:４0 

内 容： 龍谷ミュージアム見学 

そ の 他：1) 入館料 500 円／人 

2) 小雨決行です。 

手づくり材料費 600円／人必要です。 

２０１６年４月度行事予定 

“平成 28 年 ＶＧ槻輪 総会・親睦会” 

月 日： 2016年4月20日（水曜日） 

場 所：高槻森林観光センター 研修室 

集合場所：JR 高槻駅前 西武デパート西側 

集合時間：9:40 専用バス出発：9:45 

詳細は書面にて各人に連絡致します。 

全員参加下さい。 
 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%B9%81%E8%8F%AF%E8%A1%97

